
「東京港無電柱化整備計画」（案）に関する意見募集の結果

ご意見 港湾局の考え方

・首都圏の日常生活を支える東京港エリアの無電柱化について、ぜひ進めてもらいたい。
・防災機能の強化や東京2020、安全性の観点から無電柱化に賛同します。
・無電柱化について防災や景観といった観点で事業を進めていくことがわかった。
・東京港における無電柱化の整備として、「都市景観の創出」と「快適な歩行者空間の確保」については、すでに無電柱化が完了して
いる集客施設の周辺であるため、今後進める大井ふ頭や中防外などは、無電柱化の目的を「防災強化」として絞るべき。
・無電柱化により景観が良くなることをもっとアピールするべきではないか。

東京港エリアの現状や、激甚化する自然災害等の状況を踏ま
え、「東京港の防災機能の強化」、「臨海部の魅力ある都市景
観の創出」、「安全で快適な方向空間の確保」の観点から、東京
港エリアの無電柱化を推進してまいります。

・台風被害等の自然災害により電柱が倒れ、停電が発生しているため、整備のペースアップを図り、東京港の防災機能を向上してほ
しい。
・実際に電柱が無くなった通りを見ると、通行しやすく、景観も良くなることがわかるので、早く進めてほしい。
・都民の観点から無電柱化工事全体の工事短縮を望む。

無電柱化の整備の加速化にあたっては、整備目標を達成する
ため、執行体制の強化等により、無電柱化工事の年間整備規
模を2021（令和3）年度の約2ｋｍから、2035（令和7）年度に約4
ｋｍへと倍増し、整備のペースアップを図ってまいります。

・目立つ場所や、主な道路から実現できれば効果的と考える。
・道路整備と無電柱化は同時に進めるべき。
・無電柱化と同時に道路植栽、照明・看板等の耐震化についても同時に整備できないか。
・無電柱化整備対象路線について、具体的な着手・完了予定時期を記載し、進捗を把握できるようにするのが良い。
・電線共同溝工事を円滑に行うためには、沿道の港湾・物流業者などの理解・協力・調整が不可欠である。

無電柱化の整備にあたっては、整備効果を考慮しながら、効率
的な整備を進めてまいります。また、電線管理者等との協議を
円滑に進め、無電柱化工事の適切な進捗を図るため、適宜、調
整会議を開催し、関係者との協力・調整により事業を推進して
まいります。

・長期耐久性に関する考え方を規定し、ライフサイクルコストを考慮した経済比較により材料選定をすべき。
・新たな技術開発について、電線管理者だけでなく、管路材メーカー等も参画できる構成としてほしい。
・工程短縮・コスト縮減効果について、具体的な記載があったほうが良い。
・新技術やコスト縮減の積極的な導入については賛成であるが、管路の耐久性や特殊部のコンパクト化による作業性などを検証し、
総合的な判断をする必要があるのではないか。
・臨港道路ならではの視点で、新しい技術・まだ前例の少ない技術を積極的に採用するべき。

無電柱化の工事においては、新材料・新技術等を積極的に活
用し、引き続きコスト縮減に取り組むことが重要であると考えて
おります。
また、新たな整備手法を積極的に導入し、工期短縮及びコスト
縮減について、効果を確認しながら進めてまいります。

・無電柱化の防水対策について検討が必要ではないか。
・無電柱化の整備に合わせた、照明更新のルールを決めておくほうが良い。
・維持管理を念頭に、臨港地区の埋設物データの一元管理・3次元管理を行ってはどうか。

事業実施に当たり、ご意見を参考にさせていただきます。

【無電柱化の進め方・効率化に関する意見】

【その他の意見】

※お寄せいただいたご意見は、内容の要旨を記載しております。

【計画の位置づけに関する意見】

港湾局は、令和３年５月７日（金）に「東京港無電柱化整備計画」（案）を公表し、ホームページへの掲載等を通じて、都民の皆様からご意見を募集しました。
貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございました。ここでは、お寄せいただいた主なご意見と、港湾局の対応方針を紹介させていただきます。
□ 意見募集の期間と件数
（１）募集期間
　　 令和３年５月７日（金）から令和３年６月５日（土）まで
（２）意見総数
　　 10件　（お寄せいただいたご意見には1件の中に複数の内容が含まれているものもありました）

【無電柱化の新技術・工程短縮・コスト縮減に関する意見】

【無電柱化の整備の加速化に関する意見】


